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〈連絡先〉 

090-1548-6014 (陣内) 

090-3813-7739 (内田) 
heiwa.koganei@gmail.com 

〈発行〉 

 

 

【こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】 

二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
の
「
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
や
、
二
〇
一
五
年
三
月
七
日
の
「
小
金
井

平
和
の
日
・ 

市
民
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
た
市
民
た
ち
が
、
安
全
保
障
法
案
に
反
対
す
る
た

め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

駅
頭
宣
伝
活
動
や
反
対
の
国
会
請
願
署
名
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政

権
の
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を

守
る
た
め
に
連
続
し
た
多
彩
な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。 

沖
縄
で
起
き
出
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
黙
っ
て
い
た
人
た

ち
が
、
自
分
の
言
葉
で
、
基
地
問
題

を
話
し
だ
し
た
こ
と
。
分
断
を
見
つ

め
、
乗
り
越
え
た
い
と
、
立
場
を
超

え
て
新
し
い
未
来
の
あ
り
方
を
話
し

合
い
だ
し
た
こ
と
。
そ
こ
に
は
、
個

人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
に
す
る

た
め
に
、
自
分
達
の
未
来
は
自
分
達

で
決
め
る
と
い
う
意
思
が
あ
り
ま

す
。
政
治
家
た
ち
に
決
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。 

目
が
覚
め
た
私
た
ち
青
年
世
代

は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
・
世
代
と
繋
が

り
、
基
地
を
止
め
ま
す
。
全
く
斬
新

な
方
法
と
感
覚
で
。
話
そ
う
、
基
地

の
こ
と
。
決
め
よ
う
、
私
た
ち
の
未

来
。（
沖
縄
県
／
小
林
倫
子
） 

 

3
月
27
日
、
小
金
井
市
議
会
は
「
沖
縄
県
民

投
票
の
結
果
を
尊
重
し
、
辺
野
古
米
軍
基
地
建

設
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、
12
対
10
の

賛
成
多
数
で
採
択
。
以
下
の
内
容
を
政
府
へ
送

り
ま
し
た
。 

１
．
沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、

辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
。 

２
．
普
天
間
基
地
は
、
早
急
な
運
用
停
止
及
び

早
期
撤
退
を
米
国
に
求
め
、
交
渉
す
る
こ
と
。 

賛
成
12
：
共
産
党
４
、
み
ら
い
の
こ
が
ね
い
３
、

小
金
井
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会
、
情
報
公
開
こ

が
ね
い
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
市
民
と
い
っ
し
ょ

に
カ
エ
ル
会
、
緑
・
つ
な
が
る
小
金
井 

反
対
10
：
自
由
民
主
党
・
信
頼
の
小
金
井
４
、
公

明
党
４
、
こ
が
ね
い
市
民
会
議
、
改
革
連
合 

退
席
１
：
小
金
井
の
明
日
を
つ
く
る
会 

市
民
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
が
市
に
申
し
入
れ 

み
な
さ
ん 

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す 

 

 
小金井平和の日 連携市民事業 

多彩な取り組みで、大好評！ 

埋め立て開始にストップを 

 

５
年
前
小
金
井
市
は
、
東
京
大

空
襲
が
あ
っ
た
３
月

10

日
を

「
小
金
井
平
和
の
日
」
と
条
例
で

定
め
、
平
和
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
の
記
念
行
事
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民

も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
連
携
し

て
市
民
平
和
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
来
ま
し
た
。 

第
５
回
を
迎
え
た
今
年
は
、
い

の
ち
と
平
和
を
つ
な
ぐ
市
民
の

想
い
が
大
き
く
広
が
っ
て
、
２
月

か
ら
３
月
末
ま
で
に
合
計
９
本

の
市
民
自
主
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
民
団
体
の
企
画
は
沖
縄

基
地
、
自
衛
隊
、
原
爆
、
朝
鮮
併

合
の
歴
史
と
「
在
日
」
、
９
条
改

憲
と
軍
備
増
強
、
戦
争
体
験
と
記

憶
の
風
化
問
題
な
ど
多
様
な
テ

ー
マ
で
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は

映
画
上
映
や
朗
読
劇
、
講
演
会
、

展
示
会
、
現
地
ツ
ア
ー
や
パ
レ
ー

ド
な
ど
と
し
て
行
わ
れ
て
参
加

者
に
好
評
で
し
た
。 

戦
争
を
二
度
と 

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に 

3/10 小金井平和の日･市民イベントの後、
駅周辺をパレード。 

ど
の
テ
ー
マ
も
い
ま
私
た
ち

が
直
面
し
て
い
る
平
和
の
た
め

の
大
き
な
課
題
ば
か
り
で
す
。

来
年
は
ぜ
ひ
市
と
の
共
催
を
実

現
し
た
い
で
す
ね
。 

（
貫
井
北
町
／
内
田
） 

 

県
民
投
票
の
結
果
は 

尊
重
せ
よ
！ 

市
議
会
で
意
見
書
を
採
択 

 

私
は
小
金
井
育
ち
、
去
年
か

ら
は
沖
縄
県
の
大
学
院
生
で

す
。 

私
が
住
む
地
域
は
、
米
軍
機
が

飛
ん
で
い
き
ま
す
。
爆
音
と
至

近
距
離
で
過
ぎ
て
い
く
鉄
の
塊

に
体
が
強
張
り
、
心
臓
が
早
く

な
り
ま
す
。
74
年
前
の
戦
争
が

残
し
た
広
大
な
基
地
。
国
の
平

和
を
守
る
た
め
に
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
私
は
今
ま
で
一
度

も
、「
平
和
だ
」
と
思
っ
た
こ
と

が
な
い
で
す
。 

2

月
24

日
に
県
民
投
票
が

あ
り
、
沖
縄
は
辺
野
古
の
基
地

建
設
を
止
め
て
と
、
し
っ
か
り

と
意
思
を
示
し
ま
し
た
。 

◆
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

沖
縄
に
来
て
思
う
こ
と 

目
が
覚
め
た
私
た
ち
青
年
世
代

は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
・
世
代
と
繋
が

り
、
基
地
を
止
め
ま
す
。
全
く
斬
新

な
方
法
と
感
覚
で
。
話
そ
う
、
基
地

の
こ
と
。
決
め
よ
う
、
私
た
ち
の
未

来
。 

 

（
沖
縄
県
／
小
林
倫
子
） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（金・休） 11 時から 

 

 

 

日本国憲法を守り生かし、不戦と民主主義の心豊かな社会をめざします 

二度と戦争の惨禍を繰り返さないという誓いを胸に、「戦争法」の廃止を求めます 

沖縄の民意を踏みにじる辺野古新基地建設の即時中止を求めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政
府
は
県
民
投
票
後
の
3
月
25
日
、
辺
野
古

側
の
新
た
な
区
域
に
土
砂
を
投
入
。
こ
こ
は
隣
接

す
る
区
域
と
合
わ
せ
る
と
辺
野
古
側
の
全
域
に
あ

た
り
、
埋
め
立
て
全
体
の
４
分
の
１
で
す
。 

 

一
方
で
、
残
り
の
埋
め
立
て
４
分
の
３
に
当
た
る

大
浦
湾
側
で
は
、
軟
弱
地
盤
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
府
は
知
事
に
「
地
盤
改
良
の
た
め
の
工
事
の

変
更
申
請
」
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
埋
め
立
て
に

着
手
で
き
ま
せ
ん
。 

 

軟
弱
地
盤
は
７
万
７
千
本
の
砂
杭
（
す
な
ぐ
い
）

を
地
盤
に
打
ち
込
む
予
定
で
す
が
、
最
大
で
水
面

下
90
ｍ
の
軟
弱
地
盤
に
対
し
、
国
内
外
で
の
工
事

実
績
は
最
大
70
ｍ
だ
け
。
ま
た
、
大
量
の
砂
の
調

達
方
法
が
不
透
明
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
仮
に
工
事
の
変
更
が
承
認
さ
れ
た
と
し

て
も
、
地
盤
改
良
に
３
年
８
カ
月
、
埋
め
立
て
や
飛

行
場
施
設
の
整
備
を
合
わ
せ
、
新
基
地
の
完
成
に

は
少
な
く
と
も
11
年
８
カ
月
以
上
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
は
放
置
さ
れ
ま
す
。
事
実
上
の
固
定
化
で
あ

り
、
民
意
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。 

 

（貫
井
北
町
／
田
頭
） 

 

 

 戦争させない・9条壊すな！総がかり行動 

沖
縄
県
民
投
票 

７
割
の
反
対 

 

そ
れ
で
も
土
砂
投
入
！ 

そ
の
実
効
性
は
？ 

 

◆イベントのお知らせ◆ 
 

■マミンカの家・辺野古トーク  
県民投票後の沖縄は？ 
～辺野古埋め立てはなぜ続くの？～ 

 
日時：4/14(日)17～19時 

場所：マミンカの家（緑町 3丁目 中嶋宅） 

連絡先：080-5007-9407（中嶋） 

参加費：300円（お茶菓子代） 
 
意見書の立役者であるコメスキヨサネさん 

から辺野古のお話をうかがい、語り合います。 
 
主催：生活者ネットワーク 

 


